



























































と 彼 の 宗 教 』（Le Bouddha et sa religion）（5） に よ っ て 準 備 さ れ た。 エ ド ゥ ア ー ル・ ラ ブ ラ イ エ（Édouard 






Kitāb Bilawhar wa Bûḏâsf は、グルジア語で〔書かれた〕最古のキリスト教ヴァージョン、すなわち Balavariani の
源泉となった資料である。それによって、その伝説はキリスト教圏に入ってきた。13 世紀のヘブライ語の韻文小







































Samarāiccakahā（8 世 紀 ）、 ア ミ タ ガ テ ィ（Amitagati） の Dharma Parīkṣā（1014 年 ）、 ヘ ー マ チ ャ ン ド ラ
（Hemacandra）の Pariśiṣṭaparvan（13 世紀）に、そ〔の物語〕を見出すことができる。もっとも整合的な描写の

































て文学作品に用いられた。6 世紀のボルゾーエー（Borzōē）の Pañcatantra の翻訳に付された彼の序文中に、そ
〔の寓話〕は含められている。同書はもはや現存していないが、イブン・アル＝ムカッファ（Ibn al-Muqaffa）に
よる、アラビア語訳 Kalīla wa Dimna が存在している。そして、伝達の別の進路において、その寓話は、
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